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Ⅰ　はじめに

　文部科学省では平成 27 年３月に、学校教育 

法施行規則や学習指導要領の一部を改正し「道

徳の時間」を新たな枠組みによって「特別の

教科　道徳」とすることが示された。道徳教

育の抜本的な充実を図るため、いじめ問題へ

の対応の充実や発達段階をより一層踏まえた

体系的なものとする観点からの内容の改善や、

問題解決的な学習を取り入れるなどの指導方

法の工夫を図ることが求められている。

　さらに、答えが一つではない道徳的な課題

を一人ひとりの児童生徒が自分自身の問題と

捉え、向き合う「考える道徳」「議論する道徳」 

への転換が求められている。

Ⅱ　研究のねらい

　平成 24 年度の「道徳教育実施状況調査」の 

結果によると「年間指導計画にねらいの項目 

を設定している」と回答した学校が約 80％あ 

るのにもかかわらず「効果的な指導方法が分

からない」「指導の効果を把握することが困難 

である」といった課題が報告されている。

　課題点について協議した結果、ねらいが設

定されていても、指導の効果を把握する方法

が明確になっていないため、授業改善を図る

ことが難しいのではないかという新たな課題

が浮き彫りとなった。

　その解決に向け、ねらいを達成するための

手立てをどのように設定すればよいか、どの

ように指導の効果を把握し、授業改善につな

げればよいかについて検証と考察を行った。

Ⅲ　研究の方法

１　ねらいを達成するための手立ての設定

　本研究における、ねらいを達成するための

手立ては、道徳教育に係る評価等の在り方に

関する専門家会議資料『「特別の教科　道徳」

の指導方法・評価等について（報告）』に示さ

れた「道徳科の評価の在り方」を基本として、

次のように２つの視点で整理した。

　小学校では平成 30 年度、中学校では平成 31 年度から「特別の教科　道徳」が実施される。

発達の段階に応じ、答えが一つではない道徳的な課題を一人ひとりの児童生徒が自分自身の問

題と捉え、向き合う「考える道徳」「議論する道徳」への転換が求められている。

　しかし、平成 24 年度の「道徳教育実施状況調査」の結果によると「年間指導計画にねらい

の項目を設定している」と回答した学校が約 80％あるのにもかかわらず「効果的な指導方法が

分からない」「指導の効果を把握することが困難である」と学校は感じている。

　そこで、ねらいを達成するための手立てを効果的に把握し、授業改善につなげていくために

「感じたことや考えたことを学習活動と結び付けるリスト」を作成した。
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① 道徳的価値の理解を自分自身とのかかわ

りの中で深めていくための手立て

（以下、自分自身とのかかわりの中で深める 

手立て）

・児童生徒の考えの根拠を問う。

・  問題場面を自分に置き換えて考えてみる

ことを促す。

・  役割演技などの擬似的体験を授業に取り

入れ実際の場面を実感させる。

②  児童生徒がより多面的・多角的な見方へ

発展させるための手立て

　  （以下、多面的・多角的な見方へ発展させ

るための手立て）

・他の児童生徒の考えを聞く。

・他の視点で物事を考えさせる。

・  授業を受ける前と後でその価値に対する

自分の気持ちの変容を捉えさせる。

・  児童生徒が自分の言葉で説明する機会を

設ける。

２　指導の効果を把握する方法

　道徳科における評価において、児童生徒の

学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的

に把握し、指導に生かすよう努める必要があ

る。ワークシートやノートを活用し、児童生

徒の感じたこと考えたことを残しておくこと

が大切である。しかし、毎回授業に合わせた

ワークシートを作成することは負担となる。

さらに、書くことに対して苦手意識のある児

童生徒にとって、書く項目が多いとそれだけ

で道徳の授業に対してマイナスイメージを

もってしまう。授業づくりへの負担を軽減さ

せながら充実した授業にするため、また、児

童生徒が自分の気持ちに向き合ったり、道徳

的価値について多面的・多角的に考えたりす

ることができるようにワークシートを工夫す

ることが大切であると考える。

　そこで「何を感じたり考えたりしたのか」

「どのように学んだのか」の２つの側面を見 

取るワークシートを開発した。

(1)‌‌「何を感じたり考えたりしたのか」の把握‌

について

　ワークシートの表面（図１）には児童生徒

が「発問に対して感じたことや考えたこと」

「１時間の学習を振り返って感じたことや考 

えたこと」等を記入させる。

　「何を感じたり考えたりしたのか」の記述を

分析することで、内容項目のねらいに即した

価値理解・人間理解・他者理解を促したり、 

自分自身の生き方を深く考えたりする手立て 

となったかどうかを把握することができると 

考えた。

図１　ワークシートの表面

(2)「どのように学んだのか」の把握について

　児童生徒が感じたり考えたりできた根拠と 

なる学習活動の把握については、ワークシー 

トの裏面（図２）を活用する。

　ワークシートの裏面には「児童生徒の学習 

状況を見取ること」「感じたことや考えたこと 

の根拠」を把握するため、どの学習活動によ 

ってその考えをもったのかを書く「感じたこ 

とや考えたことを学習活動と結び付けるリス 

ト」（表１）を作成する。
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図２　ワークシートの裏面

表１　‌感じたことや考えたことを学習活動と

結び付けるリスト

学びのきっかけとなった 13 項目

➊ これまでの生活を振り返ったから

❷ 登場人物の気持ちを考えたから

❸ 登場人物を自分に置き換えて考えたから

❹
資料の中に比べたり、悩んだりする場面

があったから

❺ 黒板を見たから

❻ 友だちに考えを伝えたから

❼ 友だちの考えを聞いたから

❽ 友だちと友だちの考えを比べたから

❾ 自分と友だちの考えを比べたから

❿ 他の言葉でも考えたから

⓫ 実際の生活に置き換えたから

⓬ これからの生活について考えたから

⓭ その他

　児童生徒は、ワークシートを折ることで（図

３）、表面「感じたこと考えたこと」と裏面「学

習活動と結び付けるリスト」を一緒に見るこ

とができる。そのため「何を感じたり考えた

りしたのか」と「どのように学んだのか」を

関連付けて振り返ることができると考えた。

　

図３　‌折ったワークシート（感じたことや考

えたことと学習活動を結び付ける）

(3)‌‌感じたことや考えたことを学習活動と結‌

び付けるリストについて

　感じたことや考えたことを学習活動と結び

付けるリストは、次の要件で作成した。

①児童生徒の自由記述から

　ワークシート表面の振り返りの自由記

述から「○○だから、□□と思った」「な

ぜなら△△だから」等の感じたことや考

えたことの根拠を探りリストに加えた。

②児童生徒への聞き取りから

　児童生徒が、振り返りの自由記述に、感

じたことや考えたことやその根拠を明記

できていないときに、児童生徒に直接聞

き取った。

　例えば「思いやりの気持ちについて深

く考えることができた」と記入した児童

に対して「どうして深まったのか」と聞

くと「友だちの考えを聞いたから」と答

えた。

③考え議論する道徳の視点から

　考え議論する道徳の授業は「主体的な

自分とのかかわり合い、多様な考え方、感

じ方と出合い、交流する」ことを基に、自

分の感じ方、考え方を明確にすることで

ある。

表の１番下（今日の道徳で感じたこと、考えたこと）は、次のどんなことから書いたのだろう。

当てはまるものに○を書こう。（複数選択可）また、１番当てはまるものには◎を記入しよう。

（）①これまでの生活を振り返ったから

（）②登場人物の気持ちを考えたから

（）③登場人物を自分に置き換えて考えたから

（）④資料の中に比べたり、悩んだりする場面があったから

（）⑤黒板を見たから

（）⑥友だちに考えを伝えたから

（）⑦友だちの考えを聞いたから

年組番名前

（）⑧友だちと友だちの考えを比べたから

（）⑨自分と友だちの考えを比べたから

（）⑩他の言葉でも考えたから

（）⑪実際の生活に置き換えたから

（）⑫これからの生活について考えたから

（）⑬（）

※「学びのきっかけとなった 13 項目」

は、図４のように、表面に折り返せ

るよう、逆さに印刷されている。
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　「主体的な自分とかかわり合う学習」「多

様な考え方、感じ方と出合い、交流する

学習」とは、どのような学習なのかを協

議し、リストに加えた。

④学習指導要領から

　「学習指導要領解説　特別の教科道徳編

第２節　道徳科の指導　３ 学習指導の多

様な展開　(4) 道徳科に生かす指導方法

の工夫」では、「ア 教材を提示する工夫」

「イ 発問の工夫」「ウ 話合いの工夫」「エ 

書く活動の工夫」「オ 動作化，役割演技

等の表現活動の工夫」「カ 板書を生かす

工夫」「キ 説話の工夫」の７つ、指導方

法の工夫が示されている。児童生徒の感

じたことや考えたことの根拠となる学習

活動になったことを探るためにも、教師

の工夫について協議した。

⑤リストの順番を考える

　児童生徒が学習活動を振り返るとき、リ

ストの順番と学習活動の順番とが同じで

あると「何を感じたり考えたりしたのか」

と「どのように学んだのか」を関連付け

ながら確認できるのではないかと考えた。

３　把握したことを授業改善につなげる

　ワークシート表面のねらいに含まれる道徳 

的価値に関する主な記述から「価値理解」「人 

間理解」「他者理解」が押さえられていた学習 

内容であったかを把握し「道徳的諸価値につ 

いての理解を基に行う学習」「自己の生き方に 

ついての考えを深める学習」の授業改善につ 

なげる。

　ワークシートの表面と裏面を結び付け、児

童生徒が感じたり考えたりした根拠と、教師

の設定した手立て「自分自身とのかかわりの

中で深める手立て」「多面的・多角的な見方へ 

発展させるための手立て」の関連を探ること 

で、指導の効果を把握し、授業改善につなげ 

る。

４　検証と考察

　明らかにした「ねらいを達成するための手

立ての設定」と「指導の効果を把握する方法」 

を授業改善につなげることができたかを検 

証・考察するため、次のことを行う。

(1) ねらいを達成するための手立てを２つの 

視点で設定する。（以下、ねらいを達成するた 

めの手立て）

①自分自身とのかかわりの中で深める手立て

② 多面的・多角的な見方へ発展させるための 

手立て

(2) ワークシートを活用し「何を感じたり考 

えたりしたのか」「どのように学んだのか」の 

２つの側面を見取り、指導の効果を把握する。

（以下、指導の効果の把握）

(3) 把握したことを授業改善につなげる。

（以下、授業改善）

　「ねらい」「教材」は、学習指導要領解説を

参考に作成した次の４つのチェック項目を基

に設定する。

４つのチェック項目

①指導計画に沿った内容項目を取り扱う。

② 内容項目を多面的・多角的に考えるため、 

構造図を作成し、ポイントを絞る。

③児童生徒像に迫る

　その授業での内容項目を踏まえた実態を

考える。必要に応じて、事前のアンケート

を実施する。

④教材の分析

　本時で取り扱う内容項目やどこにポイン

トを絞るのかについて分析を行う。

　教科書を主たる教材とし、文部科学省の

公開する読み物教材、新聞、自作の資料な

どが考えられる。読み物の登場人物に託し

て自らの考えや気持ちを素直に語ることが

できる場面や道徳的な問題を多面的・多角

的に考えることができる場面を資料から見

つける。
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Ⅳ　実践

１　小学校第５学年　特別の教科　道徳

取り扱った内容項目「Ｂ７親切、思いやり」

教材「ノンステップバスでのできごと」 

ねらい

「誰に対しても思いやりの心をもって接する

と、よりよい人間関係を築くことができる

と分かり、相手の立場に立って親切にしよ

うとする心情や思いやりについて考えを深

める」

(1) ねらいを達成するための手立て

①自分自身とのかかわりの中で深める手立て

1) 導入➊

　道徳的価値について、今の自分はどう考え

ているかを確認するために、１学期の授業を

振り返り「思いやり」とはどのようなことだ

と思うかを聞く。その際、思いやりは「行動」 

が伴うものと考える児童と「気持ち」があれ 

ば思いやりと言えると考える児童がいるため、 

二つの考えを分けて板書する。

2) 役割演技❷❸

　実際に相手がいる場面を想定することが相

手の立場に立ったときの自分の「気持ち」や「行

動」を考える上で大切だと考えた。そのために、

教材文を読む前に、その場面と同じ状況を伝

え、自分だったらどのような気持ちになるか

を考えさせる表現活動を取り入れた。

②‌多面的・多角的な見方へ発展させるための‌

手立て

1) 展開❿

　展開では「行動」や「気持ち」によって登

場人物がどのような気持ちになったかを考え

ることで「思いやり」をもつことが人間関係

を築くことにどうかかわるか分かるようにす 

る。

2) 考えを深めるための工夫❷❸

　授業の終末において、これまで考えていた

「思いやり」と本時を受けて考えた「思いやり」

について振り返る時間をもつ。それぞれの児

童が考えた「思いやり」を取り上げ、これま

での考えと今回の考えが同じであってもそう

でなくても、多様な考えがあることや場面に

応じた思いやりがあることに気付かせる。

③授業実践

1)「思いやり」についてどのような考えを

もっているか、１学期の授業を振り返り

ながら発表する。

2) 役割演技を通して、相手がいる具体的な

場面で、自分だったら相手に対してどの

ような気持ちをもつか考える。

3) 本文を聞き、主人公の気持ち、本文の中

での「思いやり」、主人公の行動について

考え、発表する。

4) 本時の学習を受けて思いやりをどのよう

に感じたか考えワークシートに記入する。

5) 友だちの考えを聞き「思いやり」について

　多面的・多角的に捉えるとともに、価値

についての考えを深める。

6) 今日の学習で感じたこと、考えたことを

記入する。

7) 感じたこと、考えたことは、どの学習活

動がきっかけとなったかを考える。

(2) 指導の効果の把握

　ワークシートの表（感じたこと考えたこと）

・  自分のつごうだけでなく、相手のじじょ

うを考えることが思いやりだと思う。

・  友だちの考えを聞き、助けるだけでなく、 

気持ちや声をかけるだけでもいいのかな

と 思った。

・  困っていそうな人や相手のことを理解す

ることが大切だと思う。

・  相手が何をしてほしいか考えることが大

切。

・  自分にできることを少しでもいいからし

ていきたい。

・  「そんなこと言うなよ」と言った高校生は

勇気があるし、思いやりもある。
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表２　‌ワークシートの裏（学習状況）児童数‌

32 人

学びのきっかけとなった 13 項目 人

➊ これまでの生活を振り返ったから 6

❷ 登場人物の気持ちを考えたから 14

❸
登場人物を自分に置き換えて考え

たから
11

❹
資料の中に比べたり、悩んだりす

る場面があったから
1

❺ 黒板を見たから 2

❻ 友だちに考えを伝えたから 2

❼ 友だちの考えを聞いたから 16

❽ 友だちと友だちの考えを比べたから 0

❾ 自分と友だちの考えを比べたから 5

❿ 他の言葉でも考えたから 2

⓫ 実際の生活に置き換えたから 7

⓬ これからの生活について考えたから 6

⓭ その他 0

※ 特に取り扱ったワークシートの番号は網掛 

けをしている。

　ワークシートの裏面のリスト（表２）を確

認し、児童の学習状況を見取ることができる

か分析した。これによると「❸登場人物を自

分に置き換えて考えたから」が 11 人であった。

これは、役割演技を通じて自分が主人公と同

じ立場だったらどのように思うかを考えた結

果であると考えた。主人公を自分に置き換え

て考え、皆の前で演技をしたことでこの選択

肢を選んだのではないかと推測する。

　その後、授業では資料の本文を教師が範読

した。その際「自分の考えたことと主人公の

考えがどう違うか考えながら聞く」ように聞

く視点を与えた。そのため、児童は自分とど

う違うだろうと考えながら聞いていた。「❷登

場人物の気持ちを考えたから」と選択する児

童が 14 人と他の選択肢と比べて多い人数と

なっていたのは、このことからだと考えた。

　授業のまとめでは、価値への考えを深める

ことを意図し「思いやり」を他の言葉で考え、

説明するよう伝えた。「❿他の言葉でも考えた 

から」を選択する児童は２人にとどまった。 

これは、ワークシートに直接「思いやりを他 

の言葉で説明しよう」と書かなかったことが 

原因であると考えられる。最後の記述の際、 

口頭で「思いやりってどういうことだろう」 

と伝えていたが、ワークシートにはそのよう 

に書いていなかったため、実際に記述として

「思いやり」について自分の言葉で説明して 

いた児童も、❿を選択していなかった。

(3) 授業改善

　本時のねらいは「誰に対しても思いやりの

気持ちをもって接することの大切さ」であっ

た。表面では、その車いすの少年に対して自

分だったらどうするかについての記述が多

かった。ねらいにある「誰にでも」というこ

とを考えると、車いすの少年から対象を広げ、

他の相手にも「思いやりの気持ちをもって接

することの大切さ」を考えさせることでねら

いに迫れるのではないかと感じた。

　ワークシートの裏面のリストを確認すると、

本時の授業において表２「❺黒板を見たから」

を選択した児童は２人であった。これは、価

値について自分の考えを深める際、黒板を手

掛かりとして考えたり、自分の考えのきっか

けとして黒板を見たりすることがなかったと

いうことである。本時では、導入に１学期の

授業を振り返りつつ「思いやり」とはどのよ

うなことかを聞いた。その際、２つの考えを

分けて板書することで、授業内で自分の考え

を整理する手立てとしようと考えた。しかし、

考え方を分けて板書したのは最初だけであり、

その後の意見は分類して板書をしなかった。

その後も考えごとに分類して板書したり、児

童の考えを聞いた際に始めの板書に戻って確

認したりすれば板書が児童の考えのきっかけ

となったかもしれない。
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２　小学校第６学年　特別の教科　道徳

取り扱った内容項目「Ｂ７親切、思いやり」

教材「車いすでの経験から」

ねらい

「自分の経験を思い返すことで、思いやりの

心が生まれることに気付き、似たような場

面に出会ったとき、誰に対しても親切にし

ようとする心情を養う」

(1) ねらいを達成するための手立て

①自分自身とのかかわりの中で深める手立て‌

1) 発問の工夫❷❸

　主人公の経験を思い返すような発問をする 

ことにより、誘惑や困難などがあっても「知 

らない人に対して」親切な行為に移せたこと 

に気付くようにする。その発問から自分に置 

き換えて考えられるような発問を取り入れ展 

開する。

②‌多面的・多角的な見方へ発展させるための‌

手立て

1) 導入の工夫➊

　思いやりについて事前（１学期）に学習し

たことを取り上げることで学習の積み重ねを 

していく。

　また、今回の学習でキーワードになる「誰 

に対しても・知らない人」に親切にできるか 

問うことで人間理解につなげたり、道徳的価 

値を実現することの難しさを自分事として捉 

えたりするなど、課題をもって本時の学習に 

取り組むことを意識する。

2) 板書の工夫❺❻❼❽❾

　主人公が受けてきた今までの思いやりや親

切な行為が分かるように板書することで、そ 

れらが「もと」となって、誰に対しても親切 

な行為ができることに気付くようにする。

③授業実践

1) 思いやり・親切について考える。

2) 知らない人に対しても親切にすることが

できるか考える。

3) 資料を読んで話し合う。

・主人公がケガをしたときに体験した親切

な行為を見つける。

・主人公が親切な行為を受けてどんなこと

を思ったか考える。

・急いでいた主人公が知らない人に親切な

行為ができたのはなぜか考える。

4) 友だちの考えや自分の考えをもとに誰に

対しても親切にするよさについて考える。

5) 再度思いやり・親切について考える。

6) 今日の学習で感じたこと、考えたことを

記入する。

7) 感じたこと、考えたことは、どの学習活

動がきっかけとなったかを考える。

(2) 指導の効果の把握

　ワークシートの表（感じたこと考えたこと）

・  この勉強をして親切にする人が増えてほ

しいと思いました。「ぼくは」車いすの経

験があるからこそ親切にできたと思うか

ら思いやりや親切は大切だと思いました。

・  今日の学習で思ったことは、今まで親切

とは、お互いが笑顔になるだけだと思っ

ていたけれど、今日の学びで親切とは、人

の気持ちを温かくすることもできると

思った。

・  今日の学習で思いやりとは何がきっかけ

で生まれるのかと考えたら、自分も助け

てもらうなどの経験があるから人に優し

くできると思った。これからも親切にし

たい。

・  この学習で親切にした人もされた人もお

互いが笑顔になれて思いやりは大切だと

思いました。私も知らない人に声をかけ

て席を譲ったことを思い出しました。困っ

ている人がいたらこれからも声をかけた

いです。

・  私もよく足首をねんざするので、不自由

なときの辛さがわかるし、周りの人が親

切にしてくれてすごく助かってうれし

かったので、この物語に共感できました。

・  できないかもと思った私でも、過去の経

験を振り返ったり、相手の気持ちになっ

たりしたら、知らない人でも親切にでき

そうだなと思った。
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表３　‌ワークシートの裏（学習状況）児童数‌

32 人

学びのきっかけとなった 13 項目 人

➊ これまでの生活を振り返ったから 17

❷ 登場人物の気持ちを考えたから 19

❸
登場人物を自分に置き換えて考え

たから
11

❹
資料の中に比べたり、悩んだりす

る場面があったから
0

❺ 黒板を見たから 9

❻ 友だちに考えを伝えたから 1

❼ 友だちの考えを聞いたから 17

❽ 友だちと友だちの考えを比べたから 0

❾ 自分と友だちの考えを比べたから 4

❿ 他の言葉でも考えたから 2

⓫ 実際の生活に置き換えたから 7

⓬ これからの生活について考えたから 5

⓭ その他 0

※ 特に取り扱ったワークシートの番号は網掛 

けをしている。

　以前の学習で【思いやり・親切】に関して

は「相手の立場や考えを思い、それを表すこ 

とで相手のためになる」ということを重点に 

考えた。そして、今回の【思いやり・親切】 

は誰に対してもそのような心をもつことがで 

きるように、その思いは「自分自身に置き換 

えることで生まれ、知らない人に対しても思 

いやり・親切な行為ができる」ということに 

気付かせたいと考えた。

　表３❷「登場人物の気持ちを考えたから」 

においては、登場人物の気持ちを考える発問 

から親切な行為を受けた主人公の気持ちを考 

えることで親切のよさなどに気付くことがで 

きたと思う。そこから「車いすで生活したと 

きの大変さ」などを深く考えることができた 

と感じた。

　また、❸「登場人物を自分自身に置き換え

て考えたから」とも関連しており、主人公の

気持ちなどを自分自身に置き換えて考える様

子も見られた。中には、以前体験したケガの

ときのことを思い出す（❶）など登場人物を

自分に置き換え、親切な行為をされたときの

嬉しさや心が温まったことを振り返ることで 

価値について考えることができた児童も見ら 

れた。

　さらに「友だちの考えを伝え合う」学習活 

動を中心に行い、児童の考えを整理できるよ 

うに板書の工夫（❺）を取り入れたことで、 

児童が思いやり、親切を多面的・多角的に考 

えたり思いやりの心が生まれるきっかけを見 

つけたり、価値について様々な面を考えるこ 

とができた。ある児童はワークシートに「今 

まで親切とはお互いが笑顔になるだけだと思 

っていたけれど、今回の学習で親切とは人の 

気持ちを温かくすることもできると思った」 

と学びを書いていた。このことから、❼の友 

だちの考えを聞いたことで、親切について新 

しい発見をしたということがうかがえる。

(3) 授業改善

　この資料では、主人公が急いでいるのにも

かかわらず、荷物を重そうに持っていたおば

あさんを助ける場面がある。「一緒に遊ぶ友だ 

ちが待っている」「おばあさんを助けたい」と 

いう葛藤の様子をもう少し取り入れることが 

できれば「知らない人や誰に対しても」親切 

な行為に移すことの難しさについて発見があ 

ったと感じた。導入部分では、知らない人に 

親切な行為をできないと答えた児童は 11 人 

おり、それは「声をかけにくい」「勇気が出な 

い」という理由であった。その導入部分も活 

用すれば、❹という学習活動にも効果があっ 

たかと感じた。そうすることで、ねらいにあ 

るように「似たような場面に出会ったとき、 

誰に対しても親切にしようとする」意欲をも 

てるようになり⓬の学習活動にも数値として 

表れると感じた。発問の工夫の大切さを改め 

て実感した。
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３　中学校第３学年　特別の教科　道徳

取り扱った内容項目「Ｂ６親切、思いやり」

教材「思いやりの心」

ねらい

「他者の立場を尊重しながら、親切に、いた

わり、励まし合いながら接し、互いが温か

い気持ちになれることが本当の思いやりで

あることに気付かせる」

(1) ねらいを達成するための手立て

①自分自身とのかかわりの中で深める手立て

1) 他の場面を考える➊⓫⓬

　「よかれと思っていたが、相手にとっては 

おせっかいになってしまった」場面について 

考えることで、過去・現在・未来を通して気 

付かせ考えさせる。

②‌多面的・多角的な見方へ発展させるための‌

手立て

1) 違う立場を考える工夫❸❽❾

　１つ目の立場では、主人公が自分だとした

場合、自分の気持ちと相手が思っているであ

ろう気持ちについて考えた。２つ目の立場で

は、相手が自分だとした場合、自分の気持ち

と主人公が思っているであろう気持ちについ

て考えた。

図４　２つの立場を考える

2）思考ツールの活用❻❼❽❾

　上記の立場の場合、次の軸のどこに当ては

まるかを考え、相違について考えを深める。

図５　自分と相手の気持ちの関係図

③授業実践

1)「思いやり」を他の言葉で言い換えたり、 

思いやりとはどういうことなのかを考え

たりする。

2) 表情の分からない挿絵を見て、挿絵の会

話を考え、軸に表す。

3) 表情の分かる挿絵を見て、両者の気持ち

を考え、同じ軸に当てはまるかを考える。

軸の場所が異なる場合は、その理由につ

いても考える。

4)「よかれと思っていたが、相手にとって

はおせっかいになってしまった」場面に

ついて個人で考える。

5) 個人で考えた内容をグループでシェアす 

る。

6) 現実に起こり得る内容や理解しやすかっ

た内容を班で１つ選び、全体で発表する。

7) 軸上でのずれについて話し合う。

8) 思いやりとはどういうことなのか、今日

の学習で感じたこと、考えたことを記入

する。

9) 感じたこと、考えたことは、どの学習活

動がきっかけとなったかを考える。

(2) 指導の効果の把握

　ワークシートの表（感じたこと考えたこと）

Ａ○Ｂ○

私（自分）は、
B さんに会え
て嬉しいな。

主人公 A 
が自分 B さんも私（自

分）に会えて嬉
しそうだな。

相手 B 

相手 B 
が自分

私（自分）は体調
が良くないから
休みたいな。

Ａ Ｂ
主人公 A 

A さんは、私（自
分）に会えて嬉
しそうだな。

自分の
気持ち高○

相手の
気持ち高○

低

低

○A

Ｂ

○BＡ
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・  自分の気持ちと相手の気持ちが一致する

のは難しい。けれど、相手の気持ちを考

えて、行動することが大切だと思う。

・  気持ちを読み取るというのは難しいと感

じた。

・  相手は自分ではないから気持ちを読み取

ることは難しい。

・  相手は本当に嬉しいと感じているかを第

一に考えるので、自分がよく相手の気持

ちを考えるべきだと感じた。

・  相手にとって気持ちが良いときもあれば、 

不快でしかないときもあるので、ときと

場合を考えて思いやりの行動をする。

・  相手のことを知ったり考えたりしないと、 

どんなに思いやって行動しても、悪い結

果になってしまうこともある。また、自

分が嫌なことをされても、相手が思いや

りをもって行動した結果なら、そのこと

をふまえて、少しでも相手の思いを認め

るべき。つまり、しっかりと相手の心を

考えればいい。

表４　‌ワークシートの裏（学習状況）生徒数‌

31 人

学びのきっかけとなった 13 項目 人

➊ これまでの生活を振り返ったから 8

❷ 登場人物の気持ちを考えたから 16

❸
登場人物を自分に置き換えて考え

たから
7

❹
資料の中に比べたり、悩んだりす

る場面があったから
7

❺ 黒板を見たから 5

❻ 友だちに考えを伝えたから 7

❼ 友だちの考えを聞いたから 17

❽ 友だちと友だちの考えを比べたから 4

❾ 自分と友だちの考えを比べたから 12

❿ 他の言葉でも考えたから 5

⓫ 実際の生活に置き換えたから 15

⓬ これからの生活について考えたから 3

⓭ その他 0

※ 特に取り扱ったワークシートの番号は網掛 

けをしている。

　表４➋「登場人物の気持ちを考えたから」を、

クラスの半分が学びのきっかけとなったとし

て選択していた。表情の読み取れない挿絵と

読み取れる挿絵を利用したことは、登場人物

として考えることができたり、吹き出しがあ

ることで登場人物の気持ちを考えたりしたの

ではないかと考える。

　❼❾においては、それぞれ 17 人、12 人と 

多数である。このことから隣の生徒と意見を 

交わしたり、グループや学級全体の前で説明 

したり、発表を聞いたことを基に自分の考え 

と比べたりすることにつながったと考える。

　⓫も 15 人と多数である。これは、道徳的価 

値の理解を自分自身とのかかわりの中で深め 

ることができるように、実際に起こり得る場 

面を個人・グループで考えさせたことが要因 

であると考えられる。

(3) 授業改善

　グラフの利用においては、グラフの使い方

が難しく、生徒全員が理解するまでに時間が

かかってしまったことが課題である。最初に

分かりやすく簡潔な説明をすることが必要で 

あった。

　また、理解できた生徒が学級全体の前で説

明するなど、生徒の言葉や説明で理解を広げ

ていく必要性も感じた。

　本授業では、グラフの相違が生まれた原因

や、自分の気持ちと相手が思っているであろ

う気持ちが異なる原因（ⒶⒷのどちらかが右

上にこない場合）について考え、意見を出し

合うことで、❽「友だちと友だちの考えを比

べたから」に繋げることができるのではない

かと考えた。

　感想の記入では、多くの生徒の記述から、

従来思っていた思いやりに加えて、相手の気

持ちを読み取ることの大切さと、自分だけで

なく、自分も相手も気持ちが合致し心が温ま

ることの大切さに気付けたことがうかがえた。 

学校教育目標に合わせて、各々の学校で「思 

いやり」の内容項目を扱う時数は異なるが、 

年間複数回行うときに、本時の前の授業と次 

に行う授業の繋がりや関連することなどを把 
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握していくことも大切だと感じた。

Ⅴ　研究のまとめ

１　本研究で明らかになったこと

　３つの実践を終えて「ねらいを達成するた

めの手立ての設定」と「指導の効果を把握す

る方法」が授業改善を図るための手立てとし

て有効であったかを振り返る。

(1) 成果

①ねらいを達成するための手立て

　２つの視点で手立てを考えることは、導入・

展開・終末それぞれの場面において、具体的

な学習活動を設定することにつながった。

　「自分自身とのかかわりの中で深める手立

て」においては、児童生徒が自分自身として

考えることで、今までの経験やこれからの生

活などを考えながら、授業に取り組む姿が見

られた。「多面的・多角的な見方へ発展させる

ための手立て」においては、児童生徒が道徳

的価値を導入でどう捉えたのか、終末でどの

ように捉え直したのかと児童生徒自身が変容

に気付く姿が見られた。

　また、ねらいに焦点をあてていたため「道 

徳的価値の様々な面を知るために自分の考え 

と友だちの考えを比べる活動を多く設定して 

はどうか」など 1 時間の授業内容を考えるこ 

とがスムーズになるなどの成果があった。

②指導の効果の把握

　１年目の研究では、ワークシートを活用し、 

自分の感じたことや考えたこと書いたり、自 

分の考えを深めることにつながった友だちの 

考えを記録したりした。ワークシートの記述 

は、児童生徒が何を感じたり考えたりしたの 

かを把握する手掛かりとなった。しかし、ど 

の学習活動がきっかけになったのか把握する 

ことは難しく、授業改善のポイントが明確に 

ならなかった。

　１年目の反省を生かして本年度「感じたこ 

とや考えたことを学習活動と結び付けるリス 

ト」を開発した。教師は、授業後に集計し児 

童生徒の学習状況を見取ることで、ねらいに 

迫るための手立てが効果的であったのかを振

り返ることができ、次回の授業の計画を考え 

るときの参考になった。

　また、書くことを苦手とする児童生徒でも

「感じたことや考えたことを学習活動と結び 

付けるリスト」の項目を選ぶことができた。 

そのため「友だちと友だちの考えを比べたか 

ら」の項目を選んでいる児童生徒に「誰と誰 

のどんな考えを比べたことがきっかけとなっ 

たの」と具体的な言葉かけをすることができ、 

振り返りを促すことにつながるなど効果的で 

あった。

③授業改善

　リストの❶～⓬までを数値化して表すこと

で、年間を通して様々な学習活動を取り入れ

ようとする教師の意識が高まった。このリス

トの内容は学習指導要領の道徳科に生かす指

導方法の工夫でも取り上げているものである

ため、指導の充実にも役立てることができた。

　「黒板を見たから」の数値が低いときは、構

造化された板書になっていなかったのではな

いかと授業を振り返ったり「友だちと友だち

の考えを比べたから」の数値が高いときは、

誰と誰の意見が思考を促すきっかけとなった

のかを考えたりするなど、児童生徒の目線で

授業改善が行えるなどの成果をおさめた。

(2) 課題

①ねらいを達成するための手立て

　問題場面を自分に置き換えて考える場面で 

は、今までの経験があれば児童生徒は考えや 

すいが、経験が少ない児童生徒だと考えるこ 

とが難しいと感じた。その場合には、発問の 

仕方や学習活動の更なる工夫が必要だと感じた。

　「自分自身とのかかわりの中で深める手立

て」と「多面的・多角的な見方へ発展させる

ための手立て」は関連していることもあり、
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２つの手立てを切り離して設定することが難

しいことなどの課題が浮き彫りになった。

②指導の効果の把握

　「読み物教材の登場人物への自我関与が中心

の学習」については、本実践の「感じたこと

や考えたことを学習活動と結び付けるリスト」

の内容に取り入れている。しかし、「問題解決

的な学習」「道徳的行為に関する体験的な学習」

の内容をリストの中に取り入れていないため、

リストに取り入れる必要がある。

③授業改善

　自分自身とのかかわりを中心に授業を展開

していくと、学習活動と結び付けるリストの

番号に偏りがでてしまうことが多かった。

　また、表面の考えを読むと裏面の適した番

号を選んでいるかと思っていたが、その番号

を選んでおらず、つながっていない様子が見

られる児童生徒もいた。

　１時間の学習では、登場人物の気持ちを考

えることが複数あり、授業のどの場面できっ

かけをもったのか、もう少し詳しく記入しないと

授業改善につながらないという課題を感じた。

２　終わりに

　本研究では、授業改善を行うため、児童生 

徒のリストを学級全体で集計し、学習状況を 

把握する研究を行った。さらに、児童生徒の 

リストを複数回まとめて把握することで、一 

人ひとりの学習状況を見取ることもできるの 

ではないかと考える。

　児童生徒が、１時間の学びを振り返ること

で主体的に学ぶ意欲を高め、継続して「どの

ように学んだのか」を振り返ることで、自分

の変容に気付くものになると感じた。次の表

５は、一人の児童の「感じたことや考えたこ

とを学習活動と結び付けるリスト」の４回分

をまとめたものである。４回全てで➊❼⓫を

チェックしている。このことから、「➊これま 

での生活を振り返ったから」「⓫実際の生活に 

置き換えたから」は、主体的な自分とのかか 

わりを行い「❼友だちの考えを聞いたから」 

は、多様な考え方、感じ方と出合い、交流し

た様子がうかがえ、学習状況を励ます評価が 

行えるのではないかと考える。

表５　‌感じたことや考えたことを学習活動と

結び付けるリスト（４回分）

学びのきっかけと
なった 13 項目

１
回

２
回

３
回

４
回

➊
これまでの生活を振
り返ったから

○ ○ ○ ○

❸
登場人物を自分に置
き換えて考えたから

○ ○ ○

❻
友だちに考えを伝え
たから

○ ○ ○

❼
友だちの考えを聞い
たから

○ ○ ○ ○

⓫
実際の生活に置き換
えたから

○ ○ ○ ○

⓬
これからの生活につ
いて考えたから

○ ○ ○

　今回の研究で開発した「感じたことや考え 

たことを学習活動と結び付けるリスト」は、 

児童生徒の記述や自己評価を評価の材料とし 

ている。しかし、評価には授業中の発言を見 

取ったり、グループでの活動を観察したりと 

様々な方法があるため、他の評価の方法と組 

合せながらこのリストを活用していきたい。 
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第 回 月 日（ ）

○

◎

裏の番号に○をしましょう。

☆今日の道徳の学習で、感じたこと・考えたことを書き、それを思ったきっかけを

年 組 番 名前（ ）
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表の１番下（今日の道徳で感じたこと、考えたこと）は、次のどんなことから書いたのだろう。

当てはまるものに ○ を書こう。（複数選択可）また、１番当てはまるものには ◎ を記入しよう。

（ ）①これまでの生活を振り返ったから

（ ）②登場人物の気持ちを考えたから

（ ）③登場人物を自分に置き換えて考えたから

（ ）④資料の中に比べたり、悩んだりする場面があったから

（ ）⑤黒板を見たから

（ ）⑥友だちに考えを伝えたから

（ ）⑦友だちの考えを聞いたから

年 組 番名前

（ ）⑧友だちと友だちの考えを比べたから

（ ）⑨自分と友だちの考えを比べたから

（ ）⑩他の言葉でも考えたから

（ ）⑪実際の生活に置き換えたから

（ ）⑫これからの生活について考えたから

（ ）⑬（ ）
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